
バランスシートを活用した財務分析 

流動比率 

流動比率は、企業の短期的な支払能力を判断する指標で、流動負債に対す

る流動資産の割合を示すものです。民間企業の評価では、200％以上あること

が望ましいとされています。 

（単位：千円・％） 

区  分 平成１９年度 平成１８年度 

流動資産額 ４，７６０，５６４ ５，４１４，３３８ 

流動負債額 ４，６４８，３２０ ４，３０７，９２８ 

流動比率 １０２．４ １２５．７ 

（注） 流動資産額及び流動負債額は、宮古市全体のバランスシートから転記したも

のです 

自己資本（正味資産）比率・負債比率 

自己資本（正味資産）比率は、保有する資産合計のうち返済する義務を負

わない部分の割合を見る指標で、割合の高いほど財政状態の安定度が高いと

評価されます。一方、負債比率は、保有する資産合計のうち返済する義務を

負っている部分の割合を見る指標で、割合が低いほど財政状態の安定度が高

いと評価されます。 

（単位：千円・％） 

区  分 平成１９年度 平成１８年度 

正味資産額 ５７，４６７，８９３ ５８，９３８，６２４ 

負債額 ６２，２３９，４９４ ６３，０４３，４０５ 

資産合計 １１９，７０７，３８７ １２１，９８２，０２９ 

正味資産比率 ４８．０ ４８．３ 

負債比率 ５２．０ ５１．７ 

（注） 正味資産額、負債額及び資産合計は、宮古市全体のバランスシートから転記

したものです 

 

以上の比率については、民間企業の財政分析指標であるため、自治体の財

務指標として民間企業と同様の意味を持つものではありませんが、他の自治

体と比較する指標とすることは可能です。 

 



世代間負担比率 

世代間負担比率は、社会資本の整備の結果を示す有形固定資産のうち正味

資産によって整備された割合を示すものです。正味資産は、社会資本の資金

調達源を表しますので、世代間負担比率は、これまでの世代によって納めら

れた税金などで社会資本が整備された割合を示すことになります。 

この比率が高いほど、将来世代への負担が少なく健全であるといえます。 

 

（単位：千円・％） 

区  分 平成１９年度 平成１８年度 

有形固定資産額 １１１，５４９，３０８ １１３，０７８，０６９ 

正味資産合計額 ５７，４６７，８９３  ５８，９３８，６２４ 

世代間負担比率 ５１．５ ５２．１ 

（注） 有形固定資産額及び正味資産合計額は、宮古市全体のバランスシートから転

記したものです 

 

歳入対資産比率 

歳入対資産比率は、毎年度の歳入額に対する期末の資産総額の割合をみる

ことによって、資産の形成に何年分の歳入が充てられたかを示します。 

この比率が高いほど、住民サービスを提供する資産の形成が進んでいるも

のと考えられます。 

 （単位：千円・％） 

区 分 平成１９年度 平成１８年度 

歳 入 額  ４３，３１３，１２３ ４３，２８０，９７９ 

資 産 額  １１９，７０７，３８７ １２１，９８２，０２９ 

歳入対資産比率        ２７６．４ ２８１．８ 

（注） 歳入額は、一般会計、特別会計、水道事業会計及び病院会計の合計額です。 

 



有形固定資産の行政目的別割合 

有形固定資産の行政目的別割合をみることによって、行政分野ごとの施策の比重を

把握することができ、これまで社会資本の整備がどこに重点が置かれてきたかが明ら

かになります。また、時系列比較によって、行政分野ごとの社会資本がどのように整

備されてきたか、その経過がわかります。 

（単位：千円・％） 

区    分 
平成１９年度 平成１８年度 

金 額 構成比 金 額 構成比 

総 務 費 ３，７５０，１４５ ３．４ ３，９０４，０１７ ３．５ 

民 生 費 ２，２６８，７５９ ２．０ ２，２９２，１７５ ２．０ 

衛 生 費 １０，１３７，９２９ ９．１ １０，０９７，４７１ ８．９ 

労 働 費 ２５３，３６５ ０．２ ３６１，８０５ ０．３ 

農 林 水 産 業 費 ３０，７３６，６３７ ２７．６ ３２，３９６，９９２ ２８．７ 

商 工 費 １，００３，１３７ ０．９ １，０２２，１０６ ０．９ 

土 木 費 ３６，６７５，０２９ ３２．９ ３７，６４６，８８５ ３３．３ 

消 防 費 ２，００６，５１０ １．８ １，３７６，０９９ １．２ 

教 育 費 ２１，２４３，９８４ １９．０ ２１，８４１，５０７ １９．３ 

そ の 他 ３，４７３，８１３ ３．１ ２，１３９，０１２ １．９ 

合   計 １１１，５４９，３０８ １００．０ １１３，０７８，０６９ １００．０ 

（注） 有形固定資産には、次のような資産が含まれています。 

 総務費---庁舎、出張所、市民文化会館 

 民生費---保育所、総合福祉センター、老人福祉センター、ディサービスセンタ

ー、老人ホーム、児童館、学童の家 

 衛生費---上水道、簡易水道、保健センター、診療所、火葬場、簡易給水施設 

 労働費---職業訓練センター、サン・スポーツランド、勤労青少年ホーム 

 農林水産業費---漁港、農道、林道、農村センター、林業者センター、漁村研修

センター、農村公園、漁村公園、野外活動センター、農業（漁業）

集落排水施設 

 商工費---魚市場、レストハウス、キャンプ場 

 土木費---市道、河川、橋梁、市営住宅、都市公園、下水道 

 消防費---防災会館、消防屯所、コミュニティ消防センター、消防自動車 

 教育費---小学校、中学校、中央公民館、図書館、総合体育館、給食センター、

地区公民館、地区センター、地区体育館 

 その他---公共用地 



住民一人当たりバランスシート 

住民一人当たりバランスシートは、通常のバランスシートでは市町村の人口

規模などにより比較が困難なため、バランスシートの各項目の金額を住民一人

当たりで算出し、簡易な比較に役立たせるものです。 

（単位：円） 

区    分 普通会計バランスシート 市全体のバランスシート 

〔資産の部〕 
Ⅰ 固定資産 
１ 有形固定資産 
（１） 総務費 
（２） 民生費 
（３） 衛生費 
（４） 労働費 
（５） 農林水産業費 
（６） 商工費 
（７） 土木費 
（８） 消防費 
（９） 教育費 
（10） その他 

うち土地 
２ 無形固定資産  
４ 投資等 
（１） 投資及び出資金 
（２） 貸付金 
（３） 基金 

① 特定目的基金 
② 土地開発基金 
③ 定額運用基金 

 （４） 退職手当組合積立金 
Ⅱ 流動資産 
１ 現金預金 
（１） 財政調整基金 
（２） 減債基金 
（３） 歳計現金 
２ 未収金 
（１） 地方税 
（２） その他  
３ 貯蔵品 

Ⅲ 繰延資産 
資産合計 

〔負債の部〕 
Ⅰ 固定負債 
１ 地方債 
２ 債務負担行為 
（１） 物件の購入等 
（２） 債務保証又は損失補償 
３ 退職給与引当金 

Ⅱ 流動負債 
１ 翌年度償還予定額 
２ 未払金 
（１） 未払事業費 
（２） その他        
３ 前受金 
４ 翌年度繰上充用金 
負債合計 

〔正味資産の部〕  
１ 国庫支出金 
２ 都道府県支出金 
３ 一般財源等 
正味資産合計 
負債・正味資産合計 

 
１，５９６，４５６ 
１，５４０，５１４ 

６３，４６７ 
３８，６３３ 
９０，６９１ 

４，３１４ 
４９３，４２３ 

７，９０４ 
３８７，０１４ 

３４，１６７ 
３６１，７４８ 

５９，１５３ 
２８４，１１８ 

０ 
５５，９４２ 

８，５６１ 
４，０９６ 

３６，９０９ 
１５，３１２ 
２０，３１７ 

１，２８０ 
６，３７７ 

３８，１７８ 
２８，６４０ 
１５，２８１ 

５，３６７ 
７，９９１ 
９，５３８ 
７，２５６ 
２，２８２ 

０ 
０ 

１，６３４，６３３ 
 

６８８，０７４ 
５３０，３９６ 

０ 
０ 
０ 

１５７，６７８ 
５３，２５４ 
５３，２５４ 

０ 
０ 
０ 
０ 
０ 

７４１，３２８ 
 

２４７，６８４ 
２８０，６７４ 
３６４，９４８ 
８９３，３０５ 

１，６３４，６３３ 

 
１，９５７，３４１ 
１，８９９，４８８ 

６３，８５８ 
３８，６３３ 

１７２，６３１ 
４，３１４ 

５２３，３９１ 
１７，０８２ 

６２４，５１１ 
３４，１６７ 

３６１，７４８ 
５９，１５３ 

２９４，５５２ 
１１７ 

５７，７３７ 
８，５６１ 
４，０９６ 

３７，７６５ 
１６，１６８ 
２０，３１７ 

１，２８０ 
７，３１５ 

８１，０６４ 
５８，６８９ 
２８，１６０ 

６，５５９ 
２３，９７０ 
２２，１０８ 
１７，６１７ 

４，４９１ 
２６６ 

０ 
２，０３８，４０５ 

 
９８０，６７６ 
７９９，７８５ 

０ 
０ 
０ 

１８０，８９１ 
７９，１５３ 
７３，３２０ 

２，０８３ 
１，４２７ 

６５７ 
０ 

３，７４９ 
１，０５９，８２９ 

 
３３７，７３３ 
２８２，５３３ 
３５８，３１１ 
９７８，５７７ 

２，０３８，４０５ 
※それぞれの数値を年度末人口（５８，７２６人）で割り、円未満で四捨五入していますので合
計と一致しない場合があります。 


